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一
一
ノ
二 

延
宝
三
年
（
一
六
七
五
年
）
の
境
界
改
め
。
附
絵
図
面 

 

 

解
説 

 

延
宝
三
年
、
藤
堂
藩
家
老
西
嶋
八
兵
衛
は
じ
め
藩
重
役
が
中
に
入
り
、
笠
置
寺
と
地
元
住
人
間
の
境
界
争

い
を
裁
定
し
た
。
そ
の
と
き
の
資
料
が
藤
堂
藩
記
録
「
大
和
山
城
奉
行
記
録
」
に
残
さ
れ
て
い
る
が
、
近
年

そ
の
付
属
絵
図
面
が
山
城
郷
土
資
料
館
に
残
さ
れ
て
い
る
事
が
判
明
し
た
。
こ
の
絵
図
面
は
今
ま
で
分
析

検
討
が
な
さ
れ
た
事
が
な
か
っ
た
が
、
今
回
絵
図
面
の
所
有
者
で
あ
る
笠
置
町
教
育
委
員
会
（
正
式
に
は
相

楽
東
部
連
合
教
育
委
員
会
）
の
許
可
を
得
て
こ
の
絵
図
面
を
公
開
し
分
析
を
試
み
た
。 

 

境
界
改
め
の
経
緯 

三
方
を
山
で
囲
ま
れ
て
い
る
笠
置
山
に
所
在
す
る
笠
置
寺
は
南
に
連
な
る
柳
生
方
面
を
除
い
て
境
界
争

い
と
な
る
こ
と
は
比
較
的
少
な
か
っ
た
。 

過
去
の
事
案
を
み
る
と
、
久
安
年
中
（
一
一
四
五
～
一
一
五
〇
年
）
に
境
内
で
の
狩
猟
を
禁
じ
る
た
め

に
境
内
地
の
再
確
認
が
行
わ
れ
、
鳥
羽
上
皇
の
命
に
よ
っ
て
、
当
時
京
都
の
警
察
、
裁
判
を
司
る
検
非
違

使
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
源
為
義
（
源
頼
朝
の
祖
父
）
が
検
使
と
な
っ
て
来
山
し
、
実
地
検
分
の
う
え
境
内

地
を
確
定
し
て
絵
図
面
に
記
録
し
、
役
人
が
加
判
し
て
寺
の
庫
に
納
め
た
。
そ
れ
以
後
、
境
内
で
の
狩
猟

や
漁
猟
は
止
み
、
境
界
の
争
い
は
な
く
な
っ
た
（
鎌
倉
遺
文
九
〇
二
）
。 

そ
の
後
、
建
久
八
年
（
一
一
九
七
年
）
に
春
日
神
社
に
属
す
る
小
柳
生
の
安
部
近
弘
ら
が
こ
の
鳥
羽
院

庁
御
下
文
に
背
き
、
五
百
年
余
り
続
い
て
い
る
寺
領
の
南
限
で
あ
る
阿
多
恵
谷
に
て
田
畑
を
開
作
し
、
田

五
町
余
を
刈
り
取
り
、
更
に
僧
坊
も
掠
め
、
社
領
と
称
す
る
事
件
が
起
こ
り
、
笠
置
寺
は
境
界
の
確
認
を

求
め
て
訴
え
を
起
こ
し
て
い
る
。
こ
れ
が
最
も
大
き
い
事
件
で
あ
っ
た
。 

 

笠
置
山
に
は
在
家
の
住
宅
が
七
～
八
軒
あ
り
、
笠
置
寺
所
有
の
田
畑
を
小
作
し
て
い
た
。
ま
た
麓
の
在
家

が
柴
を
採
る
た
め
に
笠
置
山
に
立
ち
入
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
小
さ
い
紛
争
は
常
時
発
生
し
て
、
そ
の
都
度
寺

側
と
話
し
合
い
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
本
件
の
境
界
確
定
は
藤
堂
藩
と
い
う
公
権
力
が
直
接
介
入
し
た
重

要
な
事
例
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

絵
図
面
に
は
「
此
絵
図
延
宝
三
乙

卯

年
初
夏
ニ

相
究
者
也
」
と
記
さ
れ
、
西
嶋
八
兵
衛
、
佐
久
閒
孫
九
郎
、

野
殿
半
三
郎
、
三
村
弥
右
衛
門
の
藩
重
役
に
よ
る
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
藩
重
役
の
他
、
こ
れ
に
関
わ
っ
た

者
は
「
加
茂
又
左
衛
門
、
古
市
左
次
右
衛
門
、
北
笠
置
孫
市
三
人
之
も
の
」
と
あ
り
、
藩
を
あ
げ
て
の
相
当

大
が
か
り
な
調
査
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

完
成
し
た
絵
図
面
に
は
三
人
の
庄
屋
が
委
書
を
し
る
し
、
寺
方
ヘ
一
枚
、
百
姓
中
ヘ
一
枚
渡
し
お
く
。
以

後
こ
の
絵
図
境
目
の
傍
示
を
双
方
か
た
く
相
守
る
べ
く
候
事
と
藩
重
役
か
ら
念
を
押
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
絵
図
面
の
作
成
さ
れ
た
経
緯
は
藤
堂
藩
の
記
録
で
あ
る
大
和
山
城
奉
行
記
録
の
延
宝
三
年
（
一
六

七
五
年
）「
覚
」
に
記
さ
れ
て
い
る
（
後
記
添
付
書
類
ご
参
照
）
。
こ
れ
に
よ
る
と 

笠
置
寺
付
の
山
と
地
元
民
付
の
山
と
の
境
目
で
境
界
争
い
が
生
じ
た
の
で
、
関
係
者
、
地
元
有
力
者
立
ち

会
い
の
も
と
に
東
西
南
北
の
境
界
を
定
め
た
と
あ
る
。
特
に
急
崖
と
な
っ
て
い
る
笠
置
山
の
北
側
が
問
題 
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と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
、
そ
こ
に
入
り
込
ん
で
い
た
北
笠
置
の
住
民
も
立
ち
会
っ
た
。 

笠
置
山
の
北
面
と
云
え
ば
元
弘
の
役
で
幕
府
軍
が
決
死
の
覚
悟
で
這
い
上
が
っ
た
絶
壁
で
あ
る
。
こ
こ

を
上
っ
て
山
頂
付
近
の
貝
吹
岩
辺
り
ま
で
到
達
し
て
木
柴
を
採
っ
て
い
た
と
は
驚
き
で
あ
る
。
木
津
川
対

岸
の
切
山
部
落
の
木
柴
は
木
津
川
を
利
用
し
て
大
坂
で
も
売
り
さ
ば
か
れ
て
い
た
と
云
う
が
、
お
そ
ら
く

笠
置
山
の
木
柴
も
商
品
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
現
在
は
風
致
保
安
林
と
し
て
法
律
で
笠
置

山
の
樹
木
は
厳
重
に
保
護
さ
れ
て
い
る
が
、
大
正
時
代
？
の
絵
は
が
き
を
見
る
と
笠
置
山
は
全
く
の
は
げ

山
で
巨
岩
が
累
々
と
露
出
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
江
戸
時
代
も
事
情
は
同
じ
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

 

 

  

絵
図
面
を
作
っ
た
の
は
藤
堂
藩
城
和
加
判
奉
行
西
嶋
八
兵
衛
。
八
兵
衛
は
高
虎
の
大
坂
城
修
築
の
際
、
若

く
し
て
そ
の
右
腕
と
な
り
、
ま
た
讃
岐
満
濃
池
の
改
修
、
そ
の
他
河
川
の
改
修
に
そ
の
能
力
を
発
揮
し
た
テ

ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
だ
け
あ
っ
て
こ
の
絵
図
面
は
正
確
で
あ
る
。
笠
置
寺
境
内
を
示
す
緑
の
範
囲
中
、
ポ
イ
ン
ト

に
当
た
る
目
印
に
は
確
認
し
た
藩
重
役
の
頭
文
字
が
付
さ
れ
て
そ
の
位
置
を
明
記
し
て
い
る
（
例
え
ば
西

嶋
八
兵
衛
が
確
認
し
た
所
は
西
印
、
佐
久
間
孫
九
郎
の
も
の
は
佐
印
な
ど
。
奉
行
記
録
に
は
「
境
目
傍
示
之

筋
ニ

我
々
四
人
印
判
ヲ
押
し
」
と
あ
る
）。 

江
戸
時
代
初
期
の
笠
置
寺
に
つ
い
て
は
雍
州
府
志
（
一
六
八
四
年
）
、
山
城
名
勝
志
（
一
七
〇
五
年
）
、 

山
城
名
跡
志
（
一
七
一
一
年
）
な
ど
に
散
発
的
に
記
載
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
当
時
の
様
子
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
こ
の
絵
図
面
は
藤
堂
藩
の
重
役
が
直
接
作
成
に
関
わ
っ
た
藤
堂
藩
正
式
記
録
で

笠置山北面、現在と大正時代 現在中腹に見える行

宮遺址の碑周辺の巨岩はすべて樹林に埋没している 

目

印

と

な

る

行

在

所

遺

址

の

碑 

現在の山腹 

大正時代の山腹 

現在の様子 
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あ
り
、
江
戸
時
代
初
期
の
笠
置
寺
を
如
実
に
表
す
信
用
に
足
る
一
級
史
料
と
言
え
る
。 

 

絵
図
面
か
ら
読
み
取
る
江
戸
時
代
初
期
の
笠
置
寺 

一
、 

笠
置
寺
の
境
内
地
（「
寺
付
之
境
目
」
と
表
示
）
と
し
て
藤
堂
藩
か
ら
正
式
に
確
定
さ
れ
た
の
は
、 

図
面
の
緑
色
の
範
囲
で
あ
る
。 

大
ま
か
に
い
え
ば
東
側
は
現
在
の
石
当
地
蔵
の
と
こ
ろ
で
終
わ
る
観
音
谷
よ
り
西
、
笠
置
山
東
斜
面
の

ほ
ぼ
全
域
。
西
側
は
通
称
コ
ケ
コ
の
森
か
ら
八
丁
坂
上
の
堂
を
結
ん
だ
笠
置
山
西
面
の
中
腹
よ
り
上
部
。
北

面
は
観
音
谷
と
木
津
川
本
流
出
会
い
の
少
し
手
前
か
ら
山
の
中
腹
を
鉢
巻
き
状
に
横
切
っ
て
宝
蔵
院
下
ま

で
。
以
上
ほ
ぼ
観
音
谷
を
長
辺
（
底
辺
）
と
す
る
三
角
形
と
な
っ
て
い
る
。 

絵
図
面
で
は
こ
の
緑
色
の
範
囲
の
他
、
こ
れ
を
取
り
巻
く
よ
う
に
東
山
の
上
人
墓
、
そ
の
東
側
の
谷
筋
に

広
が
る
笠
置
寺
所
有
の
田
、
そ
し
て
西
側
や
北
側
の
山
腹
が
黄
色
に
塗
ら
れ
て
い
る
が
、
境
内
地
で
は
な
い

と
し
て
も
過
去
一
千
年
に
亘
り
、
笠
置
寺
が
支
配
し
て
き
た
事
を
尊
重
し
て
準
境
内
地
と
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
。 

 

因
み
に
古
く
遡
っ
て
、
後
鳥
羽
院
が
勅
宣
に
て
確
定
し
た
寺
領
の
範
囲
は
、 

 
 

 
 

 
 

東
限 

野
野
目
河
（
現
在
布
目
川
と
称
し
、
柳
生
か
ら
笠
置
寺
東
方
を
流
れ
木
津
川
に
入
る
） 

 
 

 
 

 

西
限 

小
倉
河
中
仏
石
（
現
在
白
砂
川
と
称
す
。
仏
石
は
奈
良
と
の
府
県
境
あ
た
り
に
あ
っ
た
） 

南
限 

阿
多
恵
谷
（
笠
置
寺
を
南
下
し
て
小
川
を
渡
っ
た
柳
生
の
入
り
口
に
あ
た
や
の
地
蔵
が
あ
る
） 

 
 

 
 

北
限 

牓
示
河
原
（
笠
置
山
北
麓
の
木
津
川
の
河
原
だ
ろ
う
） 

で
あ
り
（
笠
置
寺
縁
起
）
、
こ
れ
に
比
べ
る
と
そ
の
範
囲
は
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

二
、
笠
置
寺
五
坊
の
所
在
地
。
延
宝
三
年
の
「
覚
」
は
福
寿
院
、
文
殊
院
、
多
聞
院
の
他
知
足
院
、
不
動 

 

院
の
五
院
宛
に
出
さ
れ
て
い
る
。
五
院
の
内
知
足
院
と
不
動
院
は
そ
の
二
十
一
年
後
発
刊
に
な
る
貝
原
益

軒
の
『
和
州
巡
覧
記
』
（
元
禄
九
年
〔
一
六
九
六
年
〕
）
に
は
二
寺
空
寺
と
記
載
さ
れ
、
翌
元
禄
十
年

（
一
六
九
七
年
）
の
寺
社
宗
門
帳
に
は
、
不
動
院
と
知
足
院
は
無
住
と
記
さ
れ
て
い
る
（
「
浅
田
家
文

書
」
）
。
従
っ
て
こ
の
絵
図
面
は
消
え
な
ん
と
す
る
二
院
最
後
の
姿
を
今
に
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

そ
の
所
在
は
福
寿
院
が
現
在
の
笠
置
寺
庫
裡
、
不
動
院
は
福
寿
院
の
下
、
現
在
の
旅
館
松
本
亭
か
、
あ
る 

い
は
そ
の
下
（
終
戦
前
、
旅
館
よ
し
や
の
裏
手
に
良
く
柿
を
取
り
に
行
っ
た
畑
が
あ
っ
た
が
、
あ
る
い
は
そ 

の
場
所
か
も
し
れ
な
い
）
に
あ
っ
た
。 

今
の
毘
沙
門
堂
前
か
ら
柳
生
方
面
に
進
む
と
稲
荷
山
（
絵
図
面
で
は
新
宮
と
あ
り
、
稲
荷
大
明
神
は
現
在

の
コ
ケ
コ
の
森
辺
り
に
描
か
れ
て
い
る
）
の
南
に
知
足
院
、
奥
の
広
い
場
所
に
文
殊
院
が
あ
り
、
そ
の
南
の

般
若
台
下
に
多
聞
院
が
建
て
ら
れ
て
い
た
。 

般
若
台
に
は
貞
慶
時
代
の
六
角
堂
の
礎
石
の
他
に
遺
構
が
な
い
の
で
（
昭
和
五
十
一
年
盤
若
台
六
角
堂

周
辺
地
形
実
測
図
）
、
多
聞
院
は
般
若
台
北
側
の
下
に
あ
っ
て
文
殊
院
と
隣
接
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
（
後

図
笠
置
寺
南
方
面
略
図
参
照
）
。
な
お
五
院
は
す
べ
て
茅
葺
き
、
本
堂
は
瓦
葺
き
で
あ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

絵
図
面
の
笠
置
寺
道
（
八
丁
坂
）
に
下
の
辻
堂
と
上
の
堂
が
描
か
れ
て
い
る
。
下
の
辻
堂
は
二
丁
目
、
上 

の
堂
は
六
丁
目
下
に
あ
っ
た
が
戦
後
昭
和
二
〇
年
代
に
朽
廃
し
て
な
く
な
っ
た
。 
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本
堂
の
上
に
護
摩
堂
、
現
在
の
も
み
じ
公
園
に
宝
蔵
が
あ
る
。
宝
蔵
院
屋
敷
は
こ
の
頃
既
に
一
反
五
畝
の 

畑
に
な
っ
て
い
た
。
宝
蔵
は
安
政
の
大
地
震
で
倒
壊
し
て
い
る
（
寄
託
文
書
三
〇
五
）。
護
摩
堂
も
安
政
大 

地
震
で
倒
壊
し
、
再
建
さ
れ
な
い
ま
ま
森
に
帰
っ
た
。 

 

現
在
笠
置
寺
本
堂
（
正
月
堂
）
は
室
町
時
代
の
笠
置
寺
縁
起
で
は
既
に
弥
勒
像
の
前
面
に
描
か
れ
て
い
る 

が
、
そ
れ
以
前
は
大
師
堂
の
あ
る
場
所
に
所
在
し
て
い
た
。
こ
こ
に
大
師
堂
が
建
設
さ
れ
た
の
は
明
治
に
な 

っ
て
か
ら
で
あ
る
。
絵
図
面
で
は
正
月
堂
旧
跡
と
あ
る
。 

 

三
、
八
丁
坂
に
は
六
軒
の
在
家
、
文
殊
院
の
下
、
現
在
の
上
人
井
戸
の
周
辺
に
三
軒
の
民
家
が
あ
る
。
江
戸 

後
期
に
は
寺
村
と
称
し
て
笠
置
寺
の
田
畑
を
耕
作
し
て
年
貢
を
払
っ
て
い
た
。
八
丁
坂
の
民
家
は
そ
の
ま 

ま
現
在
ま
で
残
っ
て
い
る
が
、
上
人
井
戸
周
辺
の
民
家
跡
は
畑
と
な
っ
て
い
て
地
元
民
が
耕
作
し
て
い
る 

が
そ
の
他
は
平
地
の
広
が
る
竹
藪
に
変
わ
っ
て
い
る
。 

 

四
、
福
寿
院
と
宝
蔵
院
屋
敷
跡
の
間
に
寺
付
藪
が
あ
る
。
小
さ
い
谷
間
に
な
っ
て
い
て
こ
こ
か
ら
採
れ
る
竹

や
タ
ケ
ノ
コ
は
笠
置
寺
に
と
っ
て
大
戦
後
に
至
る
ま
で
大
き
な
現
金
収
入
源
と
な
っ
て
い
た
。
享
保
十
二

年
（
一
七
二
七
年
）
の
文
書
（
寄
託
文
書
五
三
）
に
八
～
九
年
前
に
は
竹
藪
か
ら
銀
六
百
七
十
目
（
百
五
十

万
円
程
度
）
ほ
ど
の
現
金
収
入
が
あ
っ
た
が
、
最
近
は
竹
の
価
格
が
下
が
り
、
自
然
に
枯
れ
る
竹
も
あ
っ
て

二
百
目
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
と
藩
に
訴
え
て
い
る
。
現
在
は
竹
の
需
要
も
な
く
、
藪
の
維
持
が
で
き
な
い
で

タ
ケ
ノ
コ
も
採
れ
ず
荒
れ
て
い
る
の
が
残
念
で
あ
る
。 

 

境
界
改
め
の
概
略 

一
、 

最
も
問
題
と
な
っ
て
い
た
の
は
木
津
川
か
ら
北
面
を
上
っ
て
木
柴
を
採
っ
て
い
た
百
姓
が
山
頂
近
く 

ま
で
来
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
裁
定
で
境
界
を
貝
吹
岩
か
ら
「
弐
拾
間
北
下
へ
下
ケ
、
東
台
之
下
大
岩
（
お

そ
ら
く
鯰
岩
だ
ろ
う
）
迄
見
通
し
今
度
境
目
を
相
極
」
め
た
。
絵
図
面
で
は
新
し
い
際
目
を
露
出
の
大
石
毎

に
確
定
し
て
藩
重
役
が
図
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
確
定
さ
せ
た
。 

 

二
、
境
内
地
の
内
に
あ
る
畑
に
つ
い
て
。「
覚
」
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
寺
付
の
古
屋
敷
で
あ
っ
た
が
、
当

時
屋
敷
は
な
く
、
朽
廃
し
た
屋
敷
跡
を
百
姓
が
勝
手
に
畑
に
し
て
そ
の
収
穫
を
手
に
し
て
い
た
。
裁
定
で
元

来
笠
置
寺
の
屋
敷
跡
で
も
あ
り
、
以
後
年
貢
は
南
笠
置
の
庄
屋
に
納
め
置
い
て
本
堂
の
修
理
に
使
う
よ
う

に
と
さ
れ
た
。
そ
の
畑
と
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 
 

イ
、
宝
蔵
院
屋
敷 

一
反
五
畝 

 
 
 
 
 
 

 
 

ロ
、
坊
屋
敷 

 
 

四
畝
弐
拾
歩 

ハ
、
坊
屋
敷 

 
 

六
畝 

ニ
、
坊
屋
敷 
 

 

九
畝 

 
 

ホ
、
坊
屋
敷 

 
 

弐
畝
弐
拾
歩 

 
 

ヘ
、
茶
園
畠 

 
 

弐
畝 

 
 

ト
、
り
ん
ご
畠 

 

八
畝 
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イ
は
前
述
の
通
り
現
在
も
み
じ
公
園
と
な
っ
て
い
る
広
場
で
あ
る
。
宝
蔵
院
と
い
う
寺
院
が
あ
っ
た
と 

今
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
そ
れ
を
示
す
文
書
は
今
の
と
こ
ろ
未
発
見
で
あ
る
。
ロ
～
ハ
は
般
若
台
南
、
柳
生

へ
向
か
う
道
路
の
左
側
の
若
干
高
い
と
こ
ろ
、
ニ
～
ヘ
は
柳
生
に
向
か
う
道
路
下
の
低
地
に
所
在
す
る
。
ト

は
所
在
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
現
「
よ
し
や
」
の
裏
手
か
と
推
測
さ
れ
る
。 

令
和
元
年
十
月
に
立
派
な
笠
置
山
周
回
道
路
が
完
成
し
て
面
影
は
薄
れ
た
が
、
以
前
は
笠
置
寺
か
ら
柳

生
へ
通
じ
る
道
は
僅
か
に
上
が
っ
て
い
く
幅
一･

五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
未
舗
装
の
山
道
で
あ
っ
た
。
こ
の
辺

り
は
平
成
十
九
年
に
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
が
発
掘
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
元
弘
の
役
の
厚

い
焼
土
層
で
被
わ
れ
て
い
た
。
山
側
（
道
路
の
左
上
）
に
は
墓
地
と
建
物
跡
（
坊
跡
と
思
わ
れ
る
）
の
存
在

が
見
ら
れ
、
谷
側
の
平
坦
地
か
ら
は
多
数
の
土
器
が
出
土
さ
れ
て
、
発
掘
調
査
か
ら
も
こ
の
辺
り
に
元
弘
の

役
前
か
ら
屋
敷
群
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
南
都
へ
の
交
通
の
要
路
で
あ
っ
た
た
め
、
元
弘
の
役
の
後
、

再
び
屋
敷
群
が
造
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ら
も
江
戸
時
代
初
期
に
は
再
び
畑
へ
と
戻
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 
 
 

 

三
、
次
は
田
。
笠
置
寺
の
田
は
観
音
谷
、
東
山
の
北
、
千
手
滝
の
上
流
な
ど
小
沢
に
沿
っ
て
開
か
れ
て
い
る
。

水
も
乏
し
い
の
で
収
穫
は
あ
ま
り
期
待
で
き
な
か
っ
た
。
対
象
の
田
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

イ
、
田
五
畝
弐
拾
歩 

 

鐘
つ
き
田
（
注
・
上
人
墓
を
東
に
下
っ
た
所
） 

ロ
、
同
三
畝 

 
 

 
 

知
足
院
田
（
注
・
鐘
つ
き
田
か
ら
さ
ら
に
東
山
観
音
堂
方
面
へ
曲
が
り
こ
ん
だ
所
） 

ハ
、
同
五
畝 

 
 

 
 

あ
ら
ほ
り
田
（
注
・
コ
ケ
コ
の
森
よ
り
下
っ
た
観
音
谷
） 

ニ
、
同
壱
畝 

 
 

 
 

同
（
注
・
観
音
谷
か
ら
上
人
墓
へ
上
が
る
所
） 

 
 

 
 

〆
壱
反
四
畝
弐
拾
歩 

 

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
鐘
つ
き
や
堂
廻
り
掃
除
の
も
の
へ
与
え
、
そ
の
職
務
を
果
た
す
よ
う
と
の
裁
断
で

あ
っ
た
。 

 
 添

付
書
類 

一
、 

藤
堂
藩
大
和
山
城
奉
行
記
録
よ
り 

延
宝
三
年
（
一
六
七
五
年
）「
覚
」 

二
、
延
宝
三
年
の
絵
図
面 

全
図
並
び
に
中
心
部
、
境
内
南
部
、
説
明
文
の
活
字
化 

三
、
笠
置
寺
南
方
面
略
図
（
昭
和
二
〇
年
代
） 

近
年
境
内
の
形
状
も
変
わ
っ
て
い
る
の
で
江
戸
時
代
と
の

比
較
を
行
な
う
略
図
と
し
て
筆
者
の
記
憶
に
よ
り
昭
和
二
〇
年
代
を
再
現
し
た
。 
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藤
堂
藩
大
和
山
城
奉
行
記
録 

＊
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
年
）「
覚
」
よ
り 

 

一
今
度
笠
置
寺
付
之
山
、
百
姓
付
之
山
の
境
目
、
加
茂
又
左
衛
門
、
古
市
左
次
右
衛
門
、
北
笠
置
孫
市
三
人

之
も
の
共
相
改
候
処
、
東
西
南
之
分
ハ
先
規
よ
り
之
境
目
紛
無
之
候 

 

北
方
城
山
之
際
迄
百
姓
か
り
取
或
開
等
仕
候
と
相
見
へ
、
先
規
ハ
か
や
う
に
有
間
敷
候
、
百
姓
共
猥
ニ
入

来
候
と
相
見
へ
候 

 

貝
吹
岩
よ
り
弐
拾
間
北
下
へ
下
ケ
、
東
台
之
下
大
岩
迄
見
通
し
、
今
度
境
目
を
相
極
候
（
注
・
絵
図
緑
に
新

し
く
境
界
が
引
か
れ
て
い
る
）
、
貝
吹
岩
よ
り
西
は
坊
付
の
山
迄
境
目
を
相
極
候
（
注
・
同
緑
の
線
） 

 

自
今
以
後
此
傍
示
ヲ
双
方
よ
り
可
相
守
事 

 

一
笠
置
寺
五
坊
之
山
林
竹
木
、
先
規
よ
り
付
キ
来
候
坊
付
之
竹
木
ニ

候
ヘ
共
、
五
坊
中
相
談
之
上
ニ

て
一
様
ニ

枝
ヲ
お
ろ
し
、
下
刈
等
可
被
申
付
候
、
面
々
各
々
我
侭
ニ

き
り
荒
し
被
申
間
敷
候
、
若
又
竹
木
は
へ
し
げ
り

売
被
申
候
共
、
代
銀
一
所
ニ

請
取
五
坊
等
分
ニ

配
分
可
被
仕
候
、 

  

弥
山
不
荒
様
ニ

可
被
入
念
侯
付
リ
五
坊
朝
夕
之
薪
山
者
、
東
原
ニ

而
相
応
ニ

か
り
可
被
申
候
事 

  
 

 

寺
付
之
境
目
之
内
ニ

在
之
畑 

一
畠 

壱
反
五
畝 

 
 

 
 

 

宝
蔵
院
屋
敷 

一
同 

四
畝
弐
拾
歩 

 
 

 
 

坊
屋
敷 

一
同 

六
畝 

 
 

 
 

 
 

 

坊
屋
敷 

一
同 

九
畝 

 
 

 
 

 
 

 

坊
屋
敷 

一
同 

弐
畝
弐
拾
歩 

 
 

 
 

坊
屋
敷 

一
同 

弐
畝 

              

茶
園
畠 

一
同 

八
畝 

 
 

 
 

 
 

 

り
ん
ご
畠 

       
 

 

〆
四
反
七
畝
拾
歩 

  

此
分
百
姓
共
作
り
取
ニ

仕
候
子
細
、
令
吟
味
候
へ
と
も
申
わ
け
無
之
侯
、
何
モ
寺
付
之
古
屋
敷
ニ

て
候
間

自
今
以
後
、
此
年
貢
年
々
ニ

南
笠
置
庄
屋
納
置
、
本
堂
修
理
領
ニ

可
仕
候
、
但
五
坊
相
談
之
上
ニ

て
か
し
つ
け

を
き
、
利
足
ヲ
取
候
様
ニ

才
覚
可
仕
候
事 

 

一
食
堂
屋
敷
年
貢
是
又
本
堂
修
理
領
ニ

相
加
ヘ
可
申
事 

一
田
五
畝
弐
拾
歩 

 
 

 
 

 

鐘
つ
き
田 

一
同
三
畝 

 
 

 
 

 
 

 
 

知
足
院
田 

一
同
五
畝 

 
 

 
 

 
 

 
 

あ
ら
ほ
り
田 

一
同
壱
畝 

 
 

 
 

 
 

 
 

同 

 
 

 
 

 
 

〆
壱
反
四
畝
弐
拾
歩 

 
 

  

此
分
鐘
つ
き
并
堂
廻
り
掃
除
仕
候
も
の
ニ

遣
し
堂
廻
り
の
掃
除
、
鐘
つ
き
候
儀
相
勤
候
へ
と
可
申
付
候 
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一
五
坊
居
屋
敷
高
、
文
禄
元
年
南
笠
置
村
本
御
検
地
帳
ニ

ハ
無
之
、
其
後
慶
長
五
年
之
帳
面
ニ

在
之
由
ニ

而
此

年
貢
坊
中
よ
り
百
姓
方
ヘ
取
り
候
由
ま
ぎ
ら
ハ
し
き
事
ニ

候
、
文
禄
元
年
之
御
検
地
帳
を
掠
、
慶
長
五
年
百

姓
共
作
り
た
る
帳
ニ

出
入
た
る
も
の
ニ

て
可
有
之
候
、
文
禄
元
年
之
検
地
帳
の
こ
と
く
に
相
極
、  

五
坊
よ

り
年
貢
は
か
り
被
申
間
敷
候
事 

 

一
不
動
院
名
寄
之
内
ニ

坂
之
脇
三
畝
壱
歩
、
高
壱
斗
六
升
五
合
之
地
所
無
之
候
、
今
度
改
候
へ
ハ
善
四
郎
と

申
も
の
支
配
仕
候
内
ニ

坂
之
脇
三
畝
壱
歩
之
地
所
ニ

高
無
之
候
、
此
地
不
動
院
名
寄
高
之
内
ニ

候
間
不
動
院
へ

か
へ
し
可
申
候
事 

 

一
今
度
右
三
人
之
庄
屋
共
相
改
候
絵
図
ニ

委
書
し
る
し
、
境
目
傍
示
之
筋
ニ

我
々
四
人
印
判
ヲ
お
し
、
寺
方 

ヘ
壱
枚
、
百
姓
中
ヘ
壱
枚
渡
し
候
、
自
今
以
後
此
絵
図
境
目
之
傍
示
ヲ
双
方
か
た
く
可
相
守
候
事 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

以
上 

 
 

延
宝
三
年
卯 

 
 

 

閏
四
月
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

西
嶋
八
兵
衛 

 
 

 

印 

                                        

佐
久
間
孫
九
郎      

印 

                                        

野
殿
半
三
郎 

 
 

 

印 

                                        

三
村
弥
右
衛
門 

 
 

印 

 
 

 
 

笠
置
寺 

 
 

 
 

 

不
動
院 

          

文
殊
院 

          

多
聞
院 

          

知
足
院 

          

福
寿
院 

 
 

 
 

 

北
笠
置
村
孫
市 

          

南
笠
置
村
庄
屋
善
右
衛
門 
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絵

図

面

全

図 
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色
分 

 

延
宝
六
午
ノ

年
南
笠
置
寺
村
之
道
□ 

目
安
差
上
申
候
二

付
□
吟
味
候
之
処
二

寺
付
之
境
内
依
無
相
違
及
加
判
者
也 

 
 

玉
置
甚
三
郎 
花
押 

 

十
一
月
四
日 

此
上
人
墓
ノ
道
ケ
様
ニ

絵
図
ニ

見
ヘ
候
て
ハ
難
所
共
見

ヘ
不
申
候
□
の
御
衆
御
覧
絵
図
ニ

而

如
此
之
朱
引
御
覧

被
遊
候
ハ
バ
心
易
駕
籠
ニ

而

も
通
り
候
様
ニ
可
被
思
召

シ
□
存
候
此
付
箋
之
所
エ
少
々
岩
□
難
所
ト
見
ヘ
候

様
仕
候
ハ
バ
能
可
有
御
座
之
ト
存
候 

 

凡
此
ニ
ツ
の
付
箋
ノ

ニ
御
座
候
尤
大
岩
石

不
□
□
無
御
座
候
得

共
険
難
二
御
座
候
座

候
川
上
ハ
南
ョ
リ
流

申
候 

ちょう

の辻 

西 

北 南 

東 

柳
生
道 

薬
師
石

柳
生
道 

ミ
ロ
ク
石

薬
師
石
柳

生
道 

本
堂
護
摩
堂

ミ
ロ
ク
石
薬

師
石
柳
生
道 

正
月
堂
旧
跡 

福
寿
院

不
動
院

薬
師
石

柳
生
道 

不
動
院

薬
師
石

柳
生
道 此

絵
図
延
宝
三
乙
卯
年
初
ニ
相
究
者
也 

西
嶋
八
兵
衛 

 
 
 

印 

佐
久
間
孫
九
郎 

   
  

印 

野
殿
半
三
郎 

 
 
 

印 

三
村
弥
右
衛
門 

 
 

印 

 

弐
畝
二
十
歩
坊
屋
敷 

九
畝
坊
屋
敷 

稲
荷
大
明
神

坊
屋
敷 

上
人
墓
寺
付

き 

此筋谷川限境内内 此筋谷川限境内内 

此
所
ニ
東
ノ
の
ぞ

き
ト
申
所
御
座
候 

知
足
院
田
三
畝 

山
道 

千
手
の
滝 

南
笠
置
ヨ
リ
加
茂
道

柳
生
道 

貝
吹
岩

不
動
院

薬
師
石

柳
生
道 

飛
鳥
路
道 

市
場
村

不
動
院

薬
師
石

柳
生
道 

是
ハ
屋
敷
計

計
不
動
院
薬

師
石
柳
生
道 

宝
蔵
院
屋
敷 

此
所
宝
蔵
五
畝 

貝
吹
岩

不
動
院

薬
師
石

柳
生
道 

下
辻
堂

岩
不
動

院
薬
師

石
柳
生

道 

此
筋
路
新
牓
示

示
正
月
堂
旧
跡 

知
足
院

薬
師
石

柳
生
道 

文
殊
院

生
道 

多
聞
院

文
殊
院

生
道 

＊
先
規
ヨ
リ
坊
付 

＊
四
畝
廿
歩 

坊
屋
敷 

 
 
 

＊
浜
六
畝 

 

＊
先
規
ヨ
リ
坊
付 

＊
同
所 

注
・
こ
の
五
カ
所
の
畑
が

道
路
に
添
っ
て
並
ぶ 

新
宮 

笠
置
寺
道

柳
生
道 

台
ノ
下
角
ノ
大
岩

本
堂
護
摩
堂
ミ
ロ

ク
石
薬
師
石
柳
生

道 

浜
村 

五

院 

諸

堂 

説

明

文 

絵

図

面

を

活

字

化 

自
在
坊
山 

柳生道 

西
ノ
の
ぞ
き 

般
若
台 

か
ね
つ
き
田

五
畝
廿
歩 

田
あ
ら
ほ

り
□
五
畝

辻 

田
□
□
一
畝 

此
田
あ
ら
ほ
り 

上
ノ
堂 

寺
付
藪 

藩
重
役
の
測
量
目
印
点
（
一
部
を
載
せ
た
） 
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境

内

中

心

部 
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境

内

南

部

域 
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